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坂
本
　
早
苗 

議
員

来
年
度
は
待
機
児
童

解
消
で
き
る
の
か
？

坂
本　

保
育
園
の
第
１
次
募
集
が
終
わ
っ

て
い
る
。
来
年
度
の
見
通
し
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

5
9
2
名
の
申
込
み

に
対
し
6
3
3
名
の
定
員
数
が
あ
り
、
数

字
上
は
待
機
児
童
が
解
消
で
き
る
見
込
み
。

年
齢
ご
と
に
み
る
と
2
歳
児
で
若
干
不
足

が
予
測
さ
れ
る
。

坂
本　

今
後
の
募
集
で
２
歳
児
は
も
っ
と

不
足
す
る
。
0
〜
2
歳
児
を
対
象
と
す
る

小
規
模
保
育
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

子
育
て
支
援

課
長　

今
後

の
状
況
を
見

極
め
な
が
ら

対
応
し
て
い

き
た
い
。

坂
本　

学
校
敷
地
内
で
建
て
替
え
が
で
き

な
い
こ
と
が
給
食
セ
ン
タ
ー
化
の
理
由
だ

が
、
敷
地
の
確
保
が
可
能
な
学
校
も
あ
る
。

す
べ
て
を
給
食
セ
ン
タ
ー
に
し
な
く
て
も

い
い
の
で
は
な
い
の
か
。

学
校
教
育
課
長　

集
約
化
を
図
り
、
効
率

的
な
運
用
を
行
う
た
め
に
給
食
セ
ン
タ
ー

化
す
る
の
で
、
一
部
の
学
校
を
残
す
こ
と

は
考
え
に
く
い
。

坂
本　

防
災
・
防
犯
、
子
育
て
、
高
齢
者

サ
ポ
ー
ト
な
ど
地
域
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
を
進
め
る

考
え
は
あ
る
の
か
。

市
長　

今
ま
で
は
自
主
的
、
自
発
的
な
こ

と
を
考
え
て
い
た
が
、
一
歩
踏
み
込
ん
で

丁
寧
な
説
明
を
し
て
い
き
た
い
。

坂
本　

レ
タ
ー
バ
ス
の
利
用
は
増
え
て
い

る
が
、
循
環
バ
ス
、
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

は
利
用
が
少
な
い
。
長
洲
町
で
成
功
し
て

い
る
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
導
入
し
て

は
ど
う
か
。

企
画
課
長　

長
洲
町
は
面
積
が
狭
く
、
本

市
で
は
運
行
委
託
料
が
２
倍
、
３
倍
か
か

る
。
今
後
御
代
志
駅
を
中
心
と
し
た
公
共

交
通
に
見
直
す
必
要
が
あ
り
、
予
約
型
乗

合
タ
ク
シ
ー
も
研
究
し
て
い
き
た
い
。

坂
本　

バ
ス
停
ま
で
行
く
の
が
困
難
な
人

は
今
の
公
共
交
通
は
使
え
な
い
。
長
洲
町

の
金
魚
タ
ク
シ
ー
は
玄
関
先
ま
で
来
て
、

目
的
地
ま
で
送
迎
す
る
。
高
齢
社
会
に
は

こ
の
シ
ス
テ
ム
が
有
効
。
早
期
導
入
を
お

願
い
す
る
。
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原田　茂さん
（合志町史より）

通学中の中学生

神
田
　
公
司 

議
員

議
員
報
酬
の
値
上
げ

な
ぜ
公
聴
会
を
開
か
な
い
の
か

神
田　

市
長
の
合
志
市
特
別
職
報
酬
等
審

議
会
へ
の
諮
問
の
内
容
は
。

総
務
課
長　

議
会
議
員
の
報
酬
等
に
関
す

る
事
項
。

神
田　

審
議
会
の
委
員
は
、
ど
の
よ
う
に

選
出
さ
れ
た
の
か
。

総
務
課
長　

市
内
の
公
共
的
団
体
の
代
表

者
お
よ
び
住
民
代
表
10
名
。

神
田　

審
議
会
で
は
、
議
員
報
酬
と
は
何

か
。
議
員
報
酬
を
決
め
る
上
で
の
基
準
、

積
算
根
拠
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
を

審
議
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

総
務
課
長　

報
酬
の
積
算
根
拠
、
そ
も
そ

も
の
金
額
等
の
積
算
根
拠
等
数
字
に
つ
い

て
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
考
え
て
い
な
か

っ
た
。

神
田　

議
員
報
酬
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、

基
準
の
議
論
を
第
三
者
機
関
で
あ
る
審
議

会
に
議
論
し
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
の
が

議
会
の
特
別
委
員
会
の
議
論
だ
っ
た
。
議

員
定
数
削
減
を
前
提
に
し
た
答
申
を
受
け

た
市
長
は
、
具
体
的
な
金
額
を
提
案
し
た
。

公
聴
会
や
説
明
会
を
開
く
な
り
、
市
民
の

中
の
議
論
と
し
て
出
す
べ
き
だ
。

市
長　

公
聴
会
と
い
う
考
え
方
は
、
実
は

な
か
っ
た
。
そ
こ
ま
で
は
気
が
付
か
な
か

っ
た
。
答
申
の
中
で
、
議
員
の
定
数
に
関

し
て
書
い
て
あ
っ
た
。
諮
問
し
て
な
い
こ

と
を
答
申
と
し
て
い
た
だ
い
た
が
、
委
員

長
と
個
別
に
話
を
し
た
と
き
に
、
こ
れ
は

市
民
の
代
表
の
意
見
と
し
て
重
く
受
け
止

め
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
た

だ
、
そ
の
後
、
議
員
定
数
削
減
と
い
う
の

を
提
案
さ
れ
た
こ
と
が
、
ち
ょ
う
ど
時
期

が
同
じ
時
期
に
な
っ
た
。
議
員
削
減
の
話

と
報
酬
等
の
審
議
会
で
の
提
案
、
答
申
と

は
別
物
。

神
田　

9
月
22
日
の
答
申
は
、
9
月
議
会

の
最
中
で
も
の
す
ご
く
タ
イ
ミ
ン
グ
が
よ

か
っ
た
。
結
果
と
し
て
議
員
報
酬
の
大
幅

な
引
き
上
げ
だ
。
審
議
会
の
中
で
は
議
員

へ
の
聴
取
、
あ
る
い
は
市
民
に
対
す
る
公

の
説
明
、
そ
の
上
で
な
い
と
、
果
た
し
て

そ
れ
が
市
民

の
代
表
と
し

て
ま
と
め
ら

れ
た
も
の
な

の
か
ど
う
か

非
常
に
疑
わ

し
い
。

 
単
独
校
の
学
校
給
食
を
続
け
る

方
法
は
な
い
の
か
？

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
の
拡
充
は
？

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
導
入
を
！

松
井
美
津
子 

議
員

地
方
創
生
に
つ
い
て

松
井　

ま
ち
、
ひ
と
、
し
ご
と
創
生
法
案

と
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
自
治
体
独
自

の
ま
ち
づ
く
り
を
国
が
財
政
措
置
を
と
る

「
地
域
再
生
法
改
正
案
」
が
成
立
し
た
が
、

本
市
に
お
け
る
地
方
再
生
に
つ
い
て
伺
う
。

　

政
策
課
長　

「
住
み
良
さ
ラ
ン
キ
ン

グ
」
で
は
九
州
、
沖
縄
で
ト
ッ
プ
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
評
価
を
合
志
市
の
ブ
ラ
ン
ド

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
情
報
発
信
し
て
い
く
こ

と
も
ひ
と
つ
の
考
え
方
だ
と
思
い
ま
す
。

市
長　

起
業
化
を
し
や
す
く
て
起
業
家
を

支
援
し
や
す
い
ま
ち
を
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

定
着
す
る
こ
と
が
戦
略
、
イ
コ
ー
ル
私
の

稼
げ
る
市
の
考
え
の
原
点
で
あ
る
。

松
井　

本
市
に
は
、
我
が
国
の
服
飾
協
会

の
最
高
峰
に
立
ち
、
服
飾
教
育
の
言
動
的

存
在
と
し
て
後
継
の
育
成
に
尽
く
さ
れ
た

原
田
茂
さ
ん
が
お
ら
れ
ま
す
。
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
提
案

し
ま
す
。

政
策
課
長　

今
後
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
文

化
と
い
う
部
分
に
つ
い
て
ま
ち
づ
く
り
の

中
の
ひ
と
つ
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
思
う
。

松
井　

市
民
の
皆
様
が
日
常
生
活
の
中
で

見
つ
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
個
所
を
ス
マ

ー
ト
フ
オ
ン
の
専
用
の
ア
プ
リ
を
活
用
し

て
ど
こ
で
も
誰
で
も
24
時
間
、
3
6
5
日

写
真
を
担
当
課
に
知
ら
せ
る
シ
ス
テ
ム
の

運
用
を
開
始
し
て
は
。

企
画
課
長　

市
民
と
市
が
共
同
で
問
題
解

決
を
図
る
こ
と
で
は
効
果
的
な
取
り
組
み

で
あ
る
が
、
本
市
で
は
各
課
等
で
十
分
な

対
応
が
で
き
て
い
る
。

松
井　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知

症
の
人
や
家
族
を
地
域
で
支
え
る
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
の
要
請
と
認
知
症
カ
フ
ェ
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

高
齢
者
支
援
課
長　

社
会
福
祉
協
議
会
と

連
携
し
て
行
い
、
約
7
，6
0
0
人
で
8

人
に
１
人
が
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
講
座
を

受
け
て
い
る
。
2
カ
月
に
１
回
、
ふ
れ
あ

い
館
で
カ
フ
ェ
形
式
で
、
お
茶
菓
子
を
頂

き
な
が
ら
家
族
の
集
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

稼
げ
る
市
に
は

具
体
的
な
目
標
を

上
田
　
欣
也 

議
員

上
田
　
平
成
25
年
度
一
般
会
計
決
算
で
依

存
財
源
が
6
割
、
自
主
財
源
が
４
割
。
重

点
区
域
土
地
利
用
計
画
書
の
目
指
す
用
途

規
制
が
緩
和
さ
れ
た
と
し
て
、
自
主
財
源

を
ど
の
程
度
ま
で
増
や
し
た
い
か
。

政
策
課
長
　
5
割
以
上
は
安
定
し
た
収
入

と
し
て
必
要
と
考
え
る
。

上
田　

何
年
で
5
割
ま
で
行
け
そ
う
か
。

政
策
課
長
　
ク
リ
ア
す
べ
き
ハ
ー
ド
ル
が

多
く
、
不
確
実
な
部
分
が
あ
り
、
何
年
先

と
い
う
こ
と
の
回
答
は
控
え
た
い
。

上
田　

次
期
総
合
計
画
で
、
公
共
交
通
を

ど
こ
に
位
置
付
け
る
つ
も
り
か
。

企
画
課
長
　
公
共
交
通
の
施
策
に
つ
い
て

は
、
交
通
の
分
野
の
み
で
は
な
く
、
観
光
、

健
康
、
福
祉
、
教
育
、
環
境
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
か
ら
多
角
的
な
視
線
で
見
て
、

ま
ち
づ
く
り
と
の
連
携
を
施
策
の
方
針
と

す
る
考
え
で
あ
る
。

上
田　

合
志
市
立
中
学
校
の
生
徒
数
と
自

転
車
通
学
の
割
合
は
。

教
育
部
長
　
合
志
中
7
5
5
人
、
自
転
車

通
学
7
4
8
人
の
99
・
07
％
を
は
じ
め
、

全
体
で
生
徒
数
１
，8
2
7
人
中
、
自
転

車
通
学
が
9
6
9
人
の
53
・
04
％
で
あ
る
。

上
田　

自
転
車
通
学
の
高
校
生
も
多
い
と

思
う
。
重
点

区
域
土
地
利

用
計
画
書
に

も
サ
イ
ク
ル

タ
ウ
ン
構
想

が
あ
る
。
公

共
交
通
と
並

ん
で
総
合
計

画
の
中
に
組

み
込
ん
で
は

ど
う
か
。

政
策
課
長
　
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
、
公
共

交
通
の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
今
後
出
て

く
る
と
思
う
。

上
田　

県
の
無
ら
い
県
運
動
検
証
報
告
書

の
概
要
版
ぐ
ら
い
、
市
職
員
は
宿
題
と
し

て
読
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

福
祉
課
長
　
全
職
員
に
配
布
す
る
部
数
が

ま
だ
な
い
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
研
修
に
生
か
す
。

上
田　

菊
池
恵
楓
園
の
将
来
を
考
え
る
う

え
で
、
合
志
市
と
し
て
の
責
任
の
取
り
方

が
あ
る
と
思
う
が
。

市
長
　
入
所
者
の
皆
様
に
寄
り
添
う
こ
と

は
基
礎
自
治
体
の
責
務
で
あ
る
。

　

 　


